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■ 藻刈り体験イベント in 本庄

～まつえ環境市民会議～

■ 流出水対策の取組-2010年活動報告-

～島田地区中海流出水対策協議会～

■ 宍道湖・中海とともに生きる楽しむ講座
－この日、さかなクンと遊び・学び、

そしてスゥイングする。－

■ 中海散歩道

～サイクリング探訪記 in 大根島～

中海水中図鑑 ～水面下の別世界～

写真は、松江市美保関町万原地区(中海北部にある北部承水路)のミズクラゲ(左上)と海草のカワツル

モ(右上)、安来市十神のシラタエビ(左下)、米子市大崎のアサリ(右下)です。

新井氏によれば「中海の水質はなかなか改善していないと言われていますが、湖岸部に限れば、遠

浅で湖底からの湧水が滞留しやすい場所に、驚くほど透明度の高い別世界があります。大崎のアサリ

生息地は、湧水がある場所に山砂と石炭灰造粒物を用いて造成された人工的な浅場です。中海の生物

の多様性と生産力を回復させるために、透水環境及び埋め立てられてしまった浅場の積極的な再生が

望まれます」とのことです。

【写真・コメント：NPO法人未来守
さ き も

りネットワーク技術顧問・NPO法人自然再生センター理事 新井章吾氏】

陸の上からでは見ることができない、生き物たちのこんな世界も広がっているのです。



地域の住民活動のご紹介

藻刈り体験イベント in 本庄 まつえ環境市民会議

11月20日(土)、中海に繁茂する海藻 ｢オゴノ

リ｣の実態を知ろうと、｢藻刈りの体験イベント｣

(島根県の委託)を松江市本庄町の本庄公民館等で

開催しました。

小春日和の穏やかな晴天日、中海は空気が澄

み、海面は凪で絶好の藻刈り日和。野原町の湖

岸に移動した参加者は、三艘の漁船に数名ずつ

乗り込み、目的地に繰りだしました。

地元漁師さんの指導のもと、早速「じょれ

ん」を使って底をすくいあげると、たちまち船

上はみずみずしいオゴノリの山。

もちろん採取したオゴノリは参加者が持ち帰

り有効に活用されました。

（注：かつて中海では、オゴノリは漁獲の対象

になっており、寒天原料や食材、肥料藻とし

て利用されていました。）

公民館に戻り、 NPO法人自然再生センター

の徳岡隆夫理事長が講演。「かつて中海では多

くのオゴノリ等の漁獲量があったが、化学肥料

や輸入品に取って代わられた」と説明。地元漁

師さんからは「近年、資源量は増加している。

ただし、刈り取らないと腐敗して水質悪化の原

因になる」と忠告。中海には有用な資源がある

ことを考える契機になり、本日は意義があった

とまとめました。

このイベントは、本庄公民館門脇館長をはじ

めたくさんの方にお手伝いいただき、交流の輪

が広がりました。婦人会の皆さんには、前日か

らイベントをしめくくる試食会の準備にご尽力

いただきました。オゴノリの酢の物のほか、大

きな天然うなぎ、赤貝飯、コノシロの南蛮漬け

など珍しい料理がならび、美食三昧、参加者は

えびす顔になりました。また、オゴノリの酢の

物の調理法を伝授、何か歴史・風土のつながり

を感じたひとときでした。

中海の自然の恵みに感謝した有意義な一日に

なりました。

平成23年度から、鳥取県・島根県が連携・協力し、海藻の回収事業、肥料や健康食品等への利活

用に係る調査研究を実施する予定です。

今後、貴重な地域資源の発掘、ブランド化につながること期待大です。

「じょれん」でオゴノリをすくう

NPO法人 自然再生センター 徳岡理事長の講演

中海の食材を使った弁当を試食



秋の薫り立つ候、テレビなどでおなじみ東京

海洋大学客員准教授、さかなクンを招いた講座

を10月3日に出雲市の県立宍道湖自然館ゴビウ

ス、県立青少年の家サン・レイクで開催しまし

た。家族連れなど約550人が参加、宍道湖・中

海の自然や生物の大切さについて楽しくふれあ

い学習しました。

さかなクンは、ゴビウスの「河川ジオラマ水

槽」前などで講義し、水槽で泳ぐヤマメやウグ

イの漢字の書き方や模様、繁殖期の特徴などを

絵に描いてクイズ形式で紹介しました。クイズ

に正解した子どもたちには、さかなクンの描い

た絵がプレゼントされ、ギョギョギョ思い出の

記念日になりました。

さかなクンは、「宍道湖や中海は海と淡水の魚

が一緒に暮らすぜいたくな湖。魚の魅力をいろいろ

な見方で楽しめますね」 と話し、参加した子ども

たちは、「絵が上手で親しみやすく、魚のこと

がよく分かった」と喜んでいました。

-この日、さかなクンと遊び・学び、そしてスゥイングする。-

宍道湖・中海とともに生きる楽しむ講座

第5期湖沼水質保全計画(平成22年3月、鳥取

県・島根県策定)により、農地、市街地等からの

汚濁負荷量の削減を図ることを目的に、米子湾

流域が流出水対策地区に指定されました。

指定を受けた安来市島田地区では、 平成22

年7月に島田地区自治会、 環境保全向上組織及

び島田交流センターを中心に島田地区流出水対

策協議会を設立し、地域住民が主体となって清

掃作業、学習会等の事業に取り組みました。

流出水対策の取組 -2010年活動報告- 島田地区中海流出水対策協議会

7/18 島田地区「クリーンアップ2010」 8/20 海上から見る中海視察及び学習会

毎月、18箇所の水質検査を実施

（ 事 業 実 施 概 要 ）

さかなクンの講義(ゴビウス レクチャールーム)

※この講座は、全国モーターボート競走施行者協議会からの拠出金を受けて実施しました。

協議会設立報告及び清掃作業を実施

8/31 先進地視察[NPO法人びわ湖豊穣の郷(滋賀県)]
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中海エコ活動レポートに掲載する記事、イ

ベント情報、写真を募集しています。

詳しくは、左記連絡先に連絡していただく

か、ホームページをご確認してください。

なお、投稿にあたっては出来る限り電子

データで投稿をお願いします。

記事募集
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｢千本桜の海道｣を快走

弁天島公園でひと休み

うなぎ処｢山美世｣で昼食

廃船、幻想的な光景 溶岩トンネル｢竜渓洞｣

波入の湧水

サイクリング探訪記 ｉｎ 大根島

中海の環境活動イベント情報をホームページに掲載しています
中海エコ活動イベント情報 ホームページアドレス http://db.pref.tottori.jp/NEAI.nsf
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